
第２回 河原地域学校再編検討委員会 

日 時：令和８年６月２４日（水） 

午後６時３０分から 

                                         会 場：河原町総合支所 

〈次 第〉 

１ 開 会 

２ 委員長あいさつ 

３ 報告事項

  （１）情報発信について 

４ 議 事 

  （１）学校位置について 

  （２）義務教育学校について 

  （３）通学方法について

５ その他 

６ 閉会  



河原地域学校再編検討委員会 委員名簿 

所属 名前 

河原第一小学校区 

ＰＴＡ（保護者）代表 小野寺 有里 

未就学児保護者代表 垣田 洋彰 

地域代表 田村 善洋 

考える会代表 松岡 一 

散岐小学校区 

ＰＴＡ（保護者）代表 

（未就学児保護者代表） 
前田 大輔 

地域代表 平尾 隆久 

考える会代表 竹内 祐介 

西郷小学校区 

ＰＴＡ（保護者）代表 高橋 康恵 

未就学児保護者代表 廣瀬 泰樹 

地域代表 窪田 清志 

考える会代表 吉田 修 

河原中学校区 

ＰＴＡ（保護者）代表 小林 剛 

ＰＴＡ（保護者）代表 村上 啓三 

考える会代表 中村 佳紀 



学校位置と学校形態の組み合わせについて 

◆各小学校区要望書内容（位置等についての抜粋） 

河原第一小学校の教育を考える会 散岐の教育を考える会 西郷地区の教育を考える会 

学校位置 現河一小位置または近隣地 河原中学校の位置 バス路線沿線 

校舎 当分の間は現校舎を使用する

としても、放課後等児童活用、

地域交流、まちづくりにもつ

ながる複合的な施設整備を。

まずは小学校の統合、校舎建

築等の目途が立ったら小中一

貫校と段階を経てもよい。 

将来的には新たな校舎を希

望。ただし当分の間の既存校

舎活用は必要と考える。 

義務教育学

校化 

河原町内全体で組織する検討

会で協議。 

義務教育学校を希望。 河原町内全体で組織する検討

会で協議。 

◆要望書内容における学校位置と学校形態の組み合わせ 

１．河原中学校の位置周辺の場合 １－Ａ．義務教育学校（中学校を含む統合）

の場合 

施設一体（隣接）型の義務教育学校とな

る。ただし、増築校舎完成前に開校する場

合は、一定期間施設分離型として運用す

る。 

 中学校敷地内または周辺に小学校用校舎を増

築し、一部施設を共用していく。増築校舎完成前

に開校や小学校合流をする場合は、完成まで河一

小校舎を活用することとなる。 

配置イメージ図 

１－Ｂ．小学校のみの統合の場合 

  一般的な小学校と中学校だが、学校が同

一敷地内または隣接している形。異なる学

校ではあるが、隣接していることでの連携

（体育館やグラウンド等の施設共用等）を

検討することとなる。 

２．河原第一小学校位置周辺の場合 ２－Ａ．義務教育学校（中学校を含む統合）

の場合 

  施設分離型の義務教育学校となる。 

  河原第一小学校の校舎を長寿命化改良工事や

一部改修等を行ったうえで活用していく。工事期

間中は仮設校舎で授業等を行う。 

配置イメージ図

２－Ｂ．小学校のみの統合の場合 

  一般的な小学校と中学校の形。 

※新しい学校の開校時期については、施設整備（増築校舎完成又は校舎改修完了）の前後どちらにする

かの検討も必要。施設整備後の場合、開校に先行して各小学校が合流する場合も考えられる。 

校舎体育館

グラウンド

※注意
一例としてのイメ
ージ図であり、確
定した内容ではあ
りません

校舎

体育館

グラウンド

※注意
一例としてのイメ
ージ図であり、確
定した内容ではあ
りません
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学校形態についての補足資料 

教育制度の区分 

小中連携教育 
小学校、中学校の教員が情報交換や交流を行うことを通じて、小

学校教育から中学校教育への円滑な接続を目指す様々な教育 

小中一貫教育

小中一貫型 

小学校・中学校

・９年間の系統性を確保した教育課程を編成・実施 

・小学校と中学校で一貫した教育だが、組織上は独立した形態 

（それぞれの学校に校長、教職員組織） 

・設置者が同一であれば併設型小学校・中学校、設置者が異なっ

ていれば連携型小学校・中学校となる 

義務教育学校 

・９年間の系統性を確保した教育課程を編成・実施 

・一つの学校として小学校、中学校の組織が一体化 

（一人の校長、一つの教職員組織） 

施設設置の区分 

施設一体型 
同じ敷地で校舎が一体化または 

渡り廊下で繋がっている場合 

施設隣接型 

敷地が隣接している場合 

同一敷地内だが、別校舎の場合 

施設分離型 敷地が離れている場合 

小学校・中学校 

小学校 中学校 

小学校 中学校 

小学校 

中学校 
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河原地域の通学方法について 

河原第一小学校位置への通学想定案 

 ◆徒歩通学 

◆バス通学（智頭用瀬線A 登校時:支所前7:42、下校時:支所前15:32･16:18） 

◆バス通学（智頭用瀬線B 登校時:支所前7:44･7:59、下校時:支所前15:28･16:09） 

◆バス通学（西郷線 登校時:支所前8:08、下校時:支所前15:56） 

◆バス通学（散岐線 登校時:支所前7:51、下校時:支所前15:33） 

◆バス通学（いきいき国英ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ 三谷・郷原線 登校時:支所7:42、下校時:支所16:03） 

※赤字は、河原中学校の位置となった際に通学手段の変更を検討する地域 

河原中学校の位置の場合での乗降想定 

・西郷線…登校時:中学校前8:06、下校時:中学校前15:58 

・散岐線…登校時:中学校前7:50、下校時:中学校前15:34 

・いきいき国英ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ 三谷・郷原線…登校時:中学校前7:45、下校時:中学校前16:12 

・智頭用瀬線は、一番近いバス停が総合支所前となり、700m程度の距離がある。 

鳥取市遠距離等通学費補助金制度について 

鳥取市では、遠距離や通学上の地勢的危険等の要因でバスや JR、自家用車を利用する場合、通学

費用の補助を行っています。（鳥取市遠距離等通学費補助金交付要綱） 

定期券の定価から、定期券の購入期間等に応じた保護者負担額を控除した金額を補助します。な

お、定期券購入額が保護者負担額を下回る場合は、該当となりません。 

【保護者負担額】 

     日数 

区分 

１日～１０日 １１日～２０日 ２１日～１ヶ月  

小学生 中学生 小学生 中学生 小学生 中学生 

第１子 ８１０円 １，６２０円 １，６２０円 ３，２４０円 ２，４３０円 ４，８６０円 

第２子 ４０５円   ８１０円   ８１０円 １，６２０円 １，２１５円 ２，４３０円 

第３子以降   ０円     ０円     ０円     ０円     ０円     ０円 

※区分は、世帯内の高校生以下から年齢順に数える。

福和田、徳吉、今在家、郷原、片山、山手、加賀瀬、曳田、下曳田、上渡一木、下渡一木、長瀬、

谷一木、旭河、河原、鮎ヶ丘、袋河原 

稲常、西円通寺、布袋、夢ヶ丘 ※乗車人数 19名 

高津原、六日市、釜口、和奈見、八日市 ※乗車人数26名 

天神原、中井、本鹿、小河内、神馬、牛戸、湯谷、小畑、弓河内、北村 ※乗車人数25名 

水根、今西、小倉、山上、佐貫、下佐貫 ※乗車人数24名 

三谷 ※乗車人数 2名 
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